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○ネットワーク会議とは？ 

   各地区で概ね月 1 回開催される会議（第２層協議体）。出席者は地域の方（地区社協、

地区 VC、民生委員、自治会関係など）・包括支援センター・市・市社協（第２層推進員）

など、地区により様々です。この会議で、個別のケースを共有したり、地域の課題を考え

たりと、活動のきっかけになることが増えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第２層地域支え合い推進員の活動報告 

 

 

これらは以前からも課題として挙げられていましたが、各団体で長年活動されていた方

が、活動を辞められたり…、サロンに関するアンケートでは、担い手も高齢者中心のサロン

も多く、規模の縮小傾向も見られ、コロナ後の参加者減から年度内に活動終了予定との記載

も見られました。これからの活動を考えながら、従来の活動を見直したり、活動の目的を再

確認したりと再出発の動きを見せている地区もありました。 

  

茅ヶ崎市社会福祉協議会では、地区担当職員が市内１３地区の地域支え合い推進員として

も、地区のみなさんと様々な活動に取り組んでいます。 

 令和 6 年度の活動から、ネットワーク会議の中での課題共有が具体の活動につながった

例や、引き続き地区等で話題に上がっている中でも、取り組みの悩みどころになっている点

などに触れたいと思います。 

資料１ 

地区内の様々な活動やサービスはあっても地域にお住まいの皆さんに情報が届いていない

のでは？といった声が上がり、情報伝達の方法に課題が見えてきました。ネットワーク会議

の中でも地域の情報を整理し、マップづくりなどを進めている地区や、学校の保護者説明会

の場で活動の周知を行った地区もありました。また、従前の回覧板や紙媒体中心の広報から、

SNS（LINEなど）の活用する、ターゲット層に合わせた情報発信が必要だと把握していると

ころです。 

取り組みの悩みどころ 



 

 

 

・夏休みに、子どもだけで過ごさなければならない家庭の子どもたちのため… 

・地区内に子どもが安心して過ごせる居場所づくりを…と、 

ネットワーク会議などでの話合いの中から生まれた集いの場が、シニア世代が担い手とな

って、継続されています。そこには子どもだけでなく、学生のボランティア、地域の大人

やシニアが集い、多世代にわたる交流が生まれています。（はまかん こどものいえ／サマ

ースペース海岸／つるにしサマースペース／フリースペースこわだ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

普段の買い物や、地区の行事・イベント等の外出（移動）に困る人がいるといったことも、

引き続き話題にあがっています。 

地区社協連絡協議会とも連携し、2 月の研修会では既に取り組みが行われている地区の実践

報告をしました。（湘南地区おでかけワゴン／つるみね西地区ボランティアセンター） 

こうした研修会での共有の他、第 1層推進員と協力し、地区のニーズと市内介護事業所等の

協力のマッチングに向けて本事業で取り組みをすすめました。他地区での先行事例を参考にし

ながら、事業所への訪問やヒアリングを経て、マッチングに向けた具体的な投げかけたところ、

活動につながった地区もあります。（詳細は後段の報告にて） 

悩みどころとして挙げた課題については、第１層の皆さまにも共通することだと思われま

す。そうした課題に対して、各団体ではどのように取り組まれているか、また、地区内や市域

でのネットワーク活かして取り組むとしたら、どんなことならできそうか？を一緒に考えて、

これからの取り組みや広がりにつなげていかれたらと考えています。 

取り組みの広がり 


